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会Macro Group UK Medal for Outstanding 
Achievement（平成24年），高分子科学功績賞（平成
25年）， NIMS賞（平成26年）などが授与されている。
以上のように，同教授は，高分子化学の分野にお
いて，精密重合の開拓と機能性高分子の精密合成法
の確立に尽くしたものであり，その功績はまことに
顕著である。このたびの紫綬褒章受章は同教授のそ
の功績が高く評価されたものであり，まことに喜ば
しいことである。
 （大学院工学研究科）
稲葉カヨ 理事・副学長が武田医学賞を受賞
このたび，稲葉カヨ 理事・
副学長が武田医学賞を受賞され
た。贈呈式は平成27年11月12日
（木）にホテルオークラ東京にて
執りおこなわれた。
稲葉理事・副学長の受賞テー
マは「免疫応答の始動と制御に
おける樹状細胞機能の解析」で，以下の点を明らか
にしたことに対するものである。
１）  白血球細胞の一種で，末梢組織を始め体内に広
く分布する樹状細胞は，外部から侵入したウイ
ルスや細菌を認識して最寄りのリンパ節に移動
して，特異的な免疫応答を担うＴ細胞を活性化
して，Ｂ細胞に抗体を産生させる抗原提示細胞
として働くこと
２）  定常状態においては，それぞれの組織の自己成
分に対する免疫寛容を誘導していること
３）  樹状細胞に抗原を取り込ませて生体に投与する
と，特異的な免疫応答を誘導できること
４）  試験管内における骨髄前駆細胞からの樹状細胞
分化誘導系を確立
なお，樹状細胞による免疫応答の誘導について
は，改訂された高等学校教科書「生物」や「生物基礎」
でも取り上げられている。
 （総務部（秘書室））
話題
京都大学テックコネクト（新技術説明会）２０１５－Ⅱを開催
工学研究科は９月11日（金），桂キャンパスイノ
ベーションプラザにおいて「京都大学テックコネク
ト（新技術説明会）2015－Ⅱ」を開催した。今回は第４
回目の開催であり，企業のほか，産学連携コーディ
ネーター，新聞記者，投資ファンドなど，多様な方々
約60名の参加があった。
技術説明会では「太陽電池技術」をテーマに，方
式，材料の各分野４名の研究者がそれぞれの研究成
贈呈式の様子
技術講演会の一場面
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果を発表した。
アンケートでは「多様で先進の技術が紹介され
た」，「事業に役に立った」といった声が聞かれた。
また，次回以降「エネルギー関係」「材料関係」のテー
マでの開催希望も多く出された。
工学研究科では今後も桂キャンパスイノベー
ションプラザにおいて年２回を目処に，様々なテー
マで本会を開催し，産業界と大学のマッチングの場，
連携の足がかりとしていきたいと考えている。
 （大学院工学研究科）
宇治キャンパスでは10月１日（木），宇治事業場衛
生委員会主催，総合環境安全管理センター共催によ
る安全衛生講習会を開催した。
この講習会は，宇治地区の教職員や大学院生等を
対象に「年間安全衛生管理計画」の一環として開催し
ているもので，今年は連携協定を締結している宇治
市より職員13名の参加もあった。
今回は川瀬　博 防災研究所教授が「東南海・南海
地震の揺れに備える～耐震補強と室内被災防止の勧
め～」と題して講演した。
講演では，過去に起こった地震及び今後予想され
ている南海トラフ沿いの巨大地震について詳細な解
説があり，参加者は耐震補強と室内被災防止の大切
さについて学んだ。また，川瀬教授の最新研究であ
る木材住宅における「耐震補強」についても紹介が
あった。
参加者は興味深い内容に熱心に聞き入り，盛会の
うちに終了した。
 （宇治地区事務部）
宇治キャンパスで安全衛生講習会を開催
10月16日（金），附属図書館３階ライブラリーホー
ルにおいて広報倫理講習会を開催した。この講習会
は，主に広報担当者を対象として，本学において定
めている「広報にかかる基本方針」および「広報倫理
ガイドライン」の内容を理解し，今後の活動に生か
すことを目的として開催している。
初めに，山本克己 法務・コンプライアンス担当
副学長より，開会の挨拶および講師の三木秀夫 弁
護士（三木秀夫法律事務所長・大阪弁護士会広報委
員会委員長）の紹介があった。引き続き，三木弁護
士から，「法令遵守と人権　情報発信における注意
事項」をテーマとし，広報倫理ガイドラインに記載
されている事項の内，「正確かつ迅速で分かり易い
広報」・「コンプライアンス遵守」の２点を中心に講義
が行われた。特に，表現の自由と名誉権との関係や
プライバシーの尊重については，実際の損害賠償請
求事例の紹介を交えて詳しく解説され，参加者は熱
心に聞き入っていた。
 （企画・情報部（広報課））
広報倫理講習会を開催
講演を行う川瀬教授
三木弁護士による講義の様子
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